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【優秀賞（自然部門）】「島の夜空」福井 宣彦（徳之島町） 【優秀賞（文化部門）】「母間うなんぎゃなし祀り」大川 美枝子（徳之島町）

【大賞（文化部門）】「厳かな舞」松本 倫子（徳之島町）

２
０
２
２
景
観

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
作
品
公
募
を
行
い
、

応
募
総
数
70
点
の
中

か
ら
入
賞
作
品
が
決

定
し
ま
し
た
。
皆
様

の
多
数
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

２０２２

【大賞（自然部門）】「勝利への軌跡」ラッキーキラキラ（徳之島町）

【
審
査
総
評
】

本
年
度
よ
り
自
然
・
文
化
の
テ
ー
マ
を
分
け
て
作
品
を
募
集

し
た
こ
と
に
よ
り
、
作
品
の
意
図
す
る
も
の
が
よ
り
鮮
明
に
見

え
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
知
ら
な
い
島
を
伝
え
る
、
発
信
し

て
く
れ
る
の
が
写
真
の
役
割
で
あ
っ
て
、
島
の
魅
力
に
改
め
て

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
様
々
な
行
事
が
縮
小
さ
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
島
を
生
き
た
先
祖
た
ち
が
残
し
て
き
た
自
然
、
そ
こ
で
生
ま

れ
た
文
化
を
発
信
し
続
け
る
場
所
と
し
て
コ
ン
テ
ス
ト
が
続
い

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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【入賞（文化部門）】「お疲れ様でした。」竹山 成浩（徳之島町） 【入賞（自然部門）】「秋晴れのサキシマフヨウ」金城 則子（徳之島町）

【入賞（文化部門）】「お芋ゲット」常山 奈緒美（徳之島町） 【入賞（自然部門）】「幻夢‐トンバラの海‐」徳田 美加子（徳之島町）

【入賞（文化部門）】「豊年祭（花徳）」宮本美穂子（徳之島町） 【入賞（自然部門）】「清楚な花 アオバナハイノキ」常山 京子（徳之島町）

【ヤング賞】想いの先（松岡 天真　奄美市） 【シルバー賞】さあ植えるぞ（政 武文　徳之島町）
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井之川夏目踊りの伝承活動で表彰された永多さん

徳
之
島
高
校
２
年
生
の
永
多
ま
あ

じ
ょ
り
さ
ん
が
、
県
教
育
委
員
会
か
ら

「
か
ご
し
ま
民
俗
芸
能
活
動
特
別
奨
励

賞
」
を
受
賞
し
、
10
月
７
日
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
伝
達
式
が
あ
り
ま

し
た
。
永
多
さ
ん
は
小
学
１
年
生
か
ら

現
在
ま
で
、
県
の
指
定
民
俗
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
「
井
之
川
夏
目
踊
り
」
の

活
動
に
10
年
に
わ
た
っ
て
参
加
。
夏
目

踊
り
伝
承
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
「
か
ご
し
ま
無
形
民

族
文
化
財
（
民
族
芸
能
）
伝
承
活
動
」

で
表
彰
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
、尾
母
小
・

中
が
11
人
、
神
之
嶺
小
が
３
人
、
徳
之

島
高
校
が
３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
俗
芸
能
伝
承
活
動
で
永
多
さ
ん
が
県
教
委
表
彰

町
役
場
で
９
月
28
日
、
徳
之
島
町
体

育
協
会
の
体
育
功
労
者
表
彰
と
、
今

年
度
実
施
予
定
だ
っ
た
第
63
回
町
民

体
育
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
作
品
表
彰
が

あ
り
ま
し
た
。
町
体
育
功
労
者
表
彰

で
は
、
永
年
徳
之
島
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
の
責
任
者
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

普
及
に
尽
力
さ
れ
た
米
山
正
弘
さ
ん

が
受
賞
。
町
民
体
育
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
花
徳
小
学
校
４
年
生
の
白
浜
多

紋
さ
ん
の
作
品
「
が
ん
ば
る
ぞ　

コ

ロ
ナ
に
負
け
な
い　

み
ん
な
の
パ

ワ
ー　

え
が
お
も
い
っ
ぱ
い　

町
民

体
育
祭
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

町
体
育
協
会
功
労
者
表
彰
・
町
民
体
育
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
表
彰

表彰された米山さん（前列右）と白浜さん（前列中央）

㈱ぐるなびから本町へ派遣された加東さん（中央）

役
場
新
庁
舎
で
10
月
４
日
、
株
式

会
社
ぐ
る
な
び
と
本
町
が
「
地
域
活

性
化
起
業
人
制
度
」
の
連
携
協
定
を

調
印
。
こ
れ
を
受
け
、
ぐ
る
な
び
か

ら
加
東
貞
夫
さ
ん
が
、
本
町
地
域
営

業
課
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。「
地
域
活

性
化
起
業
人
制
度
」
は
、
三
大
都
市

圏
の
民
間
企
業
か
ら
自
治
体
へ
人
材

を
派
遣
す
る
、
地
域
活
性
化
等
を
目

的
と
し
た
総
務
省
の
制
度
。
食
に
関

す
る
情
報
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
運

営
す
る
ぐ
る
な
び
か
ら
の
人
材
派
遣

に
よ
り
、
徳
之
島
の
食
の
観
光
資
源

開
発
や
情
報
発
信
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

㈱
ぐ
る
な
び
と
連
携
協
定
、
地
域
営
業
課
へ
人
材
派
遣

亀
徳
な
ご
み
の
岬
公
園
の
富
山
丸
慰

霊
碑
前
で
９
月
28
日
、
犠
牲
者
の
冥

福
を
祈
り
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎

年
４
月
に
富
山
丸
遺
族
会
・
徳
之
島

町
・
な
ご
み
の
岬
公
園
運
営
協
議
会
の

主
催
で
、
全
国
か
ら
遺
族
が
参
列
す
る

慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
令
和
元
年
の
実
施
以

来
中
止
に
。
今
年
度
は
時
期
を
ず
ら
し

て
実
施
を
模
索
し
ま
し
た
が
、
今
回
も

慰
霊
祭
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
輸
送
船
「
富
山
丸
」
は
太
平
洋

戦
争
中
の
１
９
４
４
年
６
月
、
徳
之
島

沖
で
米
潜
水
艦
の
攻
撃
に
よ
り
撃
沈
。

３
７
２
４
名
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

富
山
丸
慰
霊
祭
実
施
見
送
り
、
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
献
花

町長や議会議長など関係者が参列し献花
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町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
10

月
９
日
、
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
ク
ラ
ブ
の
て
ぃ
だ
ま
い
隊

が
企
画
し
た
「
て
ぃ
だ
フ
ェ
ス

２
０
２
２
」
が
あ
り
ま
し
た
。
当

初
は
８
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
延
期
に
。
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
無
事
開
催
の
運
び
と
な

り
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。ダ
ン
ス
や
エ
イ
サ
ー
、

島
唄
、
バ
ン
ド
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

な
ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
で
盛
り

上
げ
て
く
れ
た
出
演
者
の
皆
さ
ん

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
協
力
。

て
ぃ
だ
ま
い
隊
に
と
っ
て
初
め
て

の
試
み
で
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の

頑
張
り
が
伝
る
素
敵
な
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

《
出
演
》

・
徳
之
島
ダ
ン
ス
ィ
ン
グ

・
峰
岡
歩
嬉

・
指
宿
桃
子

・
蔵
越
エ
イ
サ
ー
隊

・
大
樂
大
聞

・
Ｔ
Ｙ
Ｂ

・
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
Ｈ

てぃだフェス２０２２てぃだまい隊
プレゼンツ
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2022 年 11 月号

入園を希望される方は期間内に手続きを

徳之島町立幼稚園 令和５年度園児募集案内

下記の通り園児募集をします。入園を希望される方は期間内に手続きをお済ませください。必要
書類等は各幼稚園にございますので、各幼稚園にお問い合わせください。また、町公式ウェブサイ

トからもダウンロードしてご利用いただけます。　入園についてご不明な点がありましたら、学校
教育課へご相談ください。

●受付期間および受付時間
　令和４年 11 月 28 日（月）～ 12 月２日（金）　午後 3 時～４時 45 分

　※願書交付 ･･･11 月 21 日（月）～ 11 月 25 日（金）

　　　　　　　 （※祝日を除く。午後 3 時～４時 45 分に来園してください。）

●対象児
　亀津幼稚園（☎ 83-1460）５歳児 ※２クラス、亀徳幼稚園（☎ 83-2425）3・4・5 歳児、

　花徳幼稚園（☎ 84-0081）3・4・5 歳児、山幼稚園　（☎ 84-9136）満 3・３・4・5 歳児

●準備する物＝子どもの住民票、印鑑

●その他
　・５歳児の募集は１クラス 30 名、３・４歳児は１クラス 20 名程度とし、原則、校区内で募集

　　します。

　・花徳幼稚園と山幼稚園については、希望者は預かり保育をします。

　・給食について、亀津・亀徳幼稚園は令和５年５月から開始します。（令和５年４月の給食はあ

　　りません。

学校教育課　☎ 0997-82-1308問

スポーツ振興くじ（toto・BIG）助成金により改修します

令和４年度徳之島町体育センター屋内照明設備改修工事について

独立行政法人日本スポーツ振興センターにおける令和４年度

スポーツ振興くじ（toto・BIG）助成金により、町体育センター

屋内照明設備の改修を行います。

現在、体育センターの照明設備には不点灯箇所等があり、利

用者の皆様には大変ご不便をおかけしております。この度の改

修工事で、水銀灯から LED へと照明が改修されます。工事期

間中は体育センターが使用できないため、利用者の皆様には大

変ご迷惑をおかけしますが、ご理解くださいますようよろしく

お願いいたします。

工事でご利用いただけな

い期間など、体育センター

のご利用については文化会

館（ ☎ 0997-83-1682）

へお問い合わせください。

社会教育課　☎ 0997-82-2904問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2022 年 11 月号

住民生活課 　☎ 0997-82-1114

愛犬のために予防注射を

畜犬登録及び狂犬病予防注射の日程について
問

狂犬病予防注射（未接種分）を 11月 18日（金）に以下の日程で実施します。
狂犬病予防注射は毎年 1回受けることが狂犬病予防法により義務づけられています。今年５月に
予防接種を受けなかった飼い犬をお持ちの方は、必ず接種を受けてください。

月日 実施地区 時間 実施場所

亀 津 ４ 区 9 時 00 分～ 9 時 45 分 児 童 公 園

尾 母 ・ 大 原 9 時 55 分～ 10 時 05 分 徳 田 商 店 前 広 場

亀 徳 10 時 20 分～ 10 時 50 分 亀 徳 振 興 セ ン タ ー

徳和瀬・諸田・神之嶺 11 時 00 分～ 11 時 15 分 諸 田 公 民 館

井 之 川・ 旭 ヶ 丘 11 時 20 分～ 11 時 35 分 井 之 川 公 民 館

下 久 志

13 時 00 分～ 13 時 30 分 母 間 新 港池 間 ・ 反 川

大 当・ 花 時 名

花 徳 ・ 轟 木 13 時 40 分～ 14 時 00 分 前 川 生 活 館

畦 ・ 山 14 時 10 分～ 14 時 25 分 山 公 民 館

金 見 14 時 30 分～ 14 時 40 分 金 見 公 民 館

手 々 14 時 45 分～ 14 時 55 分 堀 田 石 油 前 広 場

全 地 区 15 時 30 分～ 16 時 00 分 役 場 前 広 場（ 亀 津 ）

11
月
18
日
（
金
）

※犬の登録をされている方は、犬の鑑札をご持参ください。

※当日の注射料金は 3,400 円です。おつりが出ないようご協力をお願いします。

※飼っている犬がすでに死亡した、譲り渡したなどの場合には、住民生活課までご連絡くだ

　さい。

※新型コロナウイルス感染症の影響等で延期となる場合は防災無線でお知らせします。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2022 年 11 月号

農家の皆様へ

肥料価格高騰対策事業について
農林水産課　☎ 0997-82-1150問

肥料価格の高騰による農家経営への影響を緩和するため、化学肥料の 2 割低減の取組を行う農業

者に対し、肥料コスト上昇分の 7 割を支援します。

●申請に必要なもの
　①注文書と領収書（又は請求書）
　②化学肥料低減計画書（農林水産課窓口、各ＪＡのほか、町公式ウェブサイトからダウンロー
　　ドできます。）
　③農・畜産物の販売実績がわかる販売・出荷伝票
●支援の内容＝前年度から増加した肥料費の 7 割を支援

支援金 ＝　当年肥料費 － （ 当年肥料費 ÷ 高騰率 ÷ 0.9 ）　× 0.7
※高騰率：１．４　（令和 4 年秋肥分）

●対象となる肥料（※本年秋肥と来年春肥は、別々に申請します）
　①令和 4 年秋肥
　（令和 4 年 6 月から 10 月までに購入または購入することが確実な、令和 4 年秋用肥料として使用）
　②令和５年春肥
　（令和 4 年 11 月から令和 5 年 5 月までに購入または購入することが確実な、令和 5 年春肥と
　して使用）

※上記内容は、令和 4 年 8 月 31 日時点のものです。今後変更の可能性もあります。
※原則として肥料法に基づく肥料を対象としています自給堆肥などは対象外となります。

登録堆肥については次のアドレスから検索できます。《http:www.famic.go.jp/ffis/fert/sub4.html》
（肥料登録銘柄検索システム - 独立行政法人農林水産消費安全技術センター (Famic)）

令和５年から、徳之島町成人式は「二十歳のつどい」に変わります

令和５年徳之島町二十歳のつどいの開催について

令和５年徳之島町二十歳のつどいは、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で、以下のと

おり開催いたします。対象の方には、10 月中に案内状を送付しています。案内状が届いていない

場合は、生涯学習センターまでお問合せください。

●対象＝平成 14年 4月 2日から平成 15年 4月 1日に生まれた方

●開催日＝令和 5年 1月 2日（月）　

●時間＝受付：午後１時～　開式：午後２時～

●場所＝徳之島町文化会館

生涯学習センター　☎ 0997-82-1309問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2022 年 11 月号

徳之島町では各種税金・使用料の口座振替をお勧めしております。これは、あなたが指定した金
融機関の預貯金口座から自動的に振替えて納付する制度です。手続きは下記の取り扱い金融機関で
行ってください。一度お申込みいただきますと、翌年度以降は自動的に更新されますので、ぜひご
利用下さい。（振込手数料はかかりません。）

●必要な物＝口座振替依頼書、預貯金の通帳、届出印

●取り扱い金融機関
鹿児島銀行　奄美大島信用金庫　奄美信用組合　九州労働金庫　あまみ農業協同組合　ゆうちょ銀行

※徳之島島外の方で、口座振替を申請される方は口座振替依頼書を郵送いたしますので、税務課ま
でご連絡ください。（但し上記金融機関のみご利用可能です。）

●振替日＝町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）
	 　【ゆうちょ銀行】納付月の 25日　　【ゆうちょ銀行以外の金融機関】納付月の 28日　

・振替日が、土・日・祝日の場合は翌営業日が振替日となります。
・残高不足等による口座振替ができなかった場合、再引落し出来ませんので、引落し前日までに
  残高の確認をお願いします。引落出来なかった場合は督促状を発送します。
・口座振替の手続きには、納期限のおおむね２カ月前までにお願いします。
  （※申込み時期によっては、次回納付分からの振替となる場合があります。）

今後の納期をご確認ください

町税の納付は便利な口座振替を
税務課 　☎ 0997-82-1117問

令和４年 12 月 固定資産税（３期）
令和５年１月 町県民税（４期）、国民健康保険税（４期）
令和５年２月 固定資産税（４期）、国民健康保険税（５期）

今後の納期一覧

郷土資料館からのお知らせ

桐野江節雄画伯の油彩画を展示しています

郷土資料館では、桐
キ リ ノ エ  サ ダ オ

野江節雄画伯の油彩画『珊瑚礁に昇る 徳之

島にて』を展示中です。

この作品は、本土在住の徳之島出身の方から匿名で寄贈いただ

いたもので、徳之島の海岸線に昇る朝日を色鮮やかな筆使いで表

現しています。

桐野江画伯は、大正 14 年に大阪府で生まれ、東京美術学校（現

東京芸術大学）の油絵科で学び、昭和 24 年に日展で初入選。昭和

57 年に出品した作品は日展の特選に選ばれ、日展審査員も務められました。

当面の間、生涯学習センター３階ロビーにて作品を展示しておりますので、是非ご鑑賞ください。

なお、当館では本町に寄贈され保管されていた水彩画や油彩画などを季節ごとに入れ替えながら

センター１階と３階ロビーで展示し、芸術鑑賞の機会を増やせるよう努めております。

郷土資料館　☎ 0997-82-2908問



– 19 –

情報掲示板

広報 徳之島 2022 年 11 月号

い
て
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
第
41
回
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

鹿
児
島
県
大
会
及
び
第
25
回
鹿

児
島
県
小
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式
・
入
賞
作
品
朗

読
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
入

場
制
限
は
行
い
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
令
和
４
年
12
月
４
日

（
日
）
午
後
１
時
～
午
後
３

時
●
場
所
＝
ラ
イ
カ
南
国
ホ
ー

ル
（
鹿
児
島
市
中
央
町

１
９
４
０　

Ｌ
ｉ
‐
Ｋ
ａ

１
９
２
０　

５
Ｆ
）

●
主
催
＝
鹿
児
島
地
方
法
務

局
・
鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
地

方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
８
４

産
後
パ
パ
育
休
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た

男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進

に
向
け
て
育
児
・
介
護
休
業
法

が
改
正
さ
れ
、
10
月
か
ら
「
産

後
パ
パ
育
休
」（
出
生
時
育
児

休
業
）が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

産
後
８
週
間
以
内
に
４
週
間
ま

で
の
休
業
が
取
得
で
き
、
２
回

に
分
割
し
て
の
取
得
も
可
能
で

す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
内
に
ど

う
し
て
も
外
せ
な
い
仕
事
が
あ

る
場
合
な
ど
は
、
会
社
と
合
意

の
う
え
で
休
業
期
間
中
に
一
部

就
業
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
が
１
歳
に

な
る
ま
で
の
育
児
休
業
も
２
回

に
分
割
し
て
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
産
後
パ
パ
育

休
と
育
児
休
業
を
合
わ
せ
る

と
、
必
要
に
応
じ
て
４
回
ま
で

分
割
し
て
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

出
産
直
後
の
母
親
は
、
心
身

と
も
に
不
安
定
に
な
る
場
合
が

多
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
育
児

に
よ
る
負
担
も
重
な
る
と
体

調
面
や
家
庭
環
境
に
も
配
慮
が

必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
育
児
休

業
の
取
得
を
考
え
て
い
る
男
性

は
、
配
偶
者
の
体
調
、
働
き
方

や
職
場
復
帰
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、

年
長
の
子
ど
も
の
年
齢
な
ど
に

応
じ
て
、
時
期
、
期
間
、
回
数

な
ど
自
分
な
り
の
育
児
休
業
の

取
得
の
仕
方
を
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

４
月
か
ら
、
産
後
パ
パ
育
休

を
含
む
育
児
休
業
制
度
等
に
つ

い
て
の
個
別
周
知
と
意
向
確
認

が
事
業
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
配
偶
者
の

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
会
社
に

申
し
出
を
行
い
、
ご
自
分
の
意

向
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島

労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

室 

☎
０
９
９
―
２
２
３
―

８
２
３
９

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
に

つ
い
て

女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
等

を
め
ぐ
る
人
権
の
問
題
や
近
隣

と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
身
近
な

こ
と
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

人
権
擁
護
委
員
が
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
問
題
解
決
の
た
め
の

方
法
を
考
え
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
日
時
＝
令
和
４
年
12
月
４

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時

●
場
所
＝
花
徳
生
活
館

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
地

方
法
務
局
奄
美
支
局

☎
０
９
９
７
―
５
２
―
０
３
７
６

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
全
国
一
斉
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
内

容
は
問
い
ま
せ
ん
。相
談
に
は
、

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

●
実
施
期
間
＝
令
和
４
年
11
月

18
日（
金
）～
11
月
24
日（
木
）

●
時
間
＝
【
平
日
】
午
前
８
時

30
分
～
午
後
７
時
【
土
日
祝

日
】
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
に

お
い
て
は
、
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部
が
一
括
し
て
対
応

●
電
話
番
号
＝
鹿
児
島
地
方

法
務
局
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―

８
１
０
（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

接
続
で
き
ま
せ
ん
。）

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
地

方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
８
４

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

式
・
入
賞
作
品
朗
読
発
表
会
を

開
催
し
ま
す

次
代
を
担
う
小
・
中
学
生
が

人
権
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
一
般
の
方
に
も

知
っ
て
い
た
だ
き
、
人
権
に
つ
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そ
れ
ら
か
ら
身
を
守
る
道
具
と
し
て

上
げ
ら
れ
る
の
が
、「
カ
マ
ッ
タ
」（
釜

蓋
）
で
す
。
明
治
以
前
の
釜
や
鍋
の

蓋
は
、
茅
で
細
か
く
編
み
こ
ま
れ
取
っ

手
を
付
け
た
こ
の
よ
う
な
も
の
で
し

た
。「

呪
力
を
持
つ
『
カ
マ
ッ
タ
』」
と
題

す
る
徳
富
重
成
氏
の
新
聞
記
事
で
は
、

「
浜
下
り
行
事
の
際
に
海
浜
に
行
か
な

い
者
を
調
べ
る
神
が
い
て
、
行
事
に

参
加
せ
ず
に
残
っ
て
い
る
と
神
の
罰

を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
早

急
に
釜
蓋
を
被
っ
て
か
く
れ
、
神
が

去
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
能
力
は
、
見
回
り
を
す
る
神
に

見
つ
か
ら
な
い
よ
う
姿
を
隠
し
、
病

弱
の
赤
子
に
取
り
付
い
た
邪
神
を
祓

う
な
ど
呪
力
を
持
つ
と
の
こ
と
。
こ

れ
だ
け
き
め
細
か
く
編
み
こ
む
に
は
、

大
変
な
労
力
と
時
間
が
必
要
と
思
わ

れ
、
そ
れ
だ
け
作
り
手
の
念
力
が
蓄

積
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

す
。

【
郷
土
資
料
館
長 

遠
藤  

智
】

よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
々
は
、

戦
時
中
の
火
葬
場
や
野
戦
病
院
が

あ
っ
た
場
所
で
あ
り
、
他
に
は
ケ
ン

ム
ン
に
関
連
し
た
伝
承
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
基
本
的
に
は
子
ど
も
た
ち
が

近
づ
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
地
図
を
参
考

に
現
地
に
足
を
踏
み
入
れ
て
み
る
と
、

な
ぜ
か
独
特
の
雰
囲
気
を
感
じ
ま
す
。

島
に
は
、
こ
の
よ
う
な
目
に
見
え

な
い
も
の
、
不
思
議
な
力
に
関
す
る

伝
承
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

町
内
の
集
落
毎
の
特
徴
や
伝
承
、

風
習
や
習
俗
な
ど
、
聞
き
取
り
調
査

や
現
地
調
査
を
基
に
き
め
細
か
く
ま

と
め
た
徳
之
島
町
史
の
民
俗
編
「
シ

マ
の
記
憶
」
に
は
、
と
て
も
興
味
深

い
記
述
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
驚
い
た
の
は
、
ど
の
集
落

に
も
「
オ
ト
ロ
シ
ド
」
と
呼
ぶ
怖
い

所
が
あ
る
こ
と
。

例
え
ば
、
花
徳
集
落
の
「
場
所
の

記
憶
」の
ペ
ー
ジ
で
は
、地
図
上
に「
オ

ト
ロ
シ
ド
」
が
一
目
瞭
然
で
わ
か
る

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

呪
力
を
持
つ
伝
統
工
芸
品

「
カ
マ
ッ
タ
」（
釜
蓋
）

令
和
５
年
度
の
「
裁
判
員
候
補
者
」
又

は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
」
に
選
ば
れ

た
皆
さ
ん
へ

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定

さ
れ
ま
す
。
選
定
さ
れ
た
候
補
者
の

方
へ
は
、
11
月
中
旬
頃
に
「
裁
判
員

候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」

又
は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ

の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の

制
度
で
す
。
ぜ
ひ
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
合
わ
せ
先

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

（
裁
判
員
）
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事

部
裁
判
員
係　

☎
０
９
９
―
２
２
２
―

７
１
５
７

（
検
察
審
査
員
）
鹿
児
島
検
察
審
査
会
事

務
局　

☎
０
９
９
―
８
０
８
―
３
７
１
９

大鍋用に作られた「カマッタ」
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一定面積以上の土地取引には届出が必要です
国土利用法に基づき、一定面積以上の土地について、土地に関する権利の移転または設定する契約（土

地売買の契約）した場合に、届け出が必要です。

【Q1】国土利用法の届け出制とはなんですか？
【Ａ】乱開発や無秩序な土地利用を防止するために、大規模な土地取引について届け出制を設けて

　います。土地取引という早期の段階から、適正な土地利用がなされるようチェックすることにより、
　快適な生活環境や暮らしやすい地域づくりを推進しています。

【Q2】届け出の必要な土地取引について教えてください。
【Ａ】土地取引において、届け出が必要となる対象面積は次のとおりです。

　●都市計画区域（徳之島町では、亀津・亀徳の一部）5,000㎡以上
　●都市計画区域以外の区域 10,000㎡以上

【Q3】誰がどのように届け出を行えばよいですか？
【Ａ】届け出者は、土地の取得者（買主）です。届け出は、契約（予約を　

　含む）を締結した日から起算して２週間以内（契約締結日を含みます）
　に、土地の所在する市区町村の窓口（徳之島町役場企画課☎ 0997-82-　

　1112）へ、土地の利用目的などを届けてください。

【Q4】届け出をしないとどうなりますか？　【Ａ】法律で罰せられることがあります。
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『ケンカ知事、南の島へ』

小池 光一／著〔小説〕

第 20 代鹿児島県知事市村慶三をモ
デルに、南の島に変革をもたらそう
とした男の勇姿を描いた近代政治小
説。本土に利用され搾取され続けて
きた奄美の島の姿に衝撃を受けた鹿
児島県知事小島光三は、その社会構
成を打破するべくある決断を下す。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『新 ! 店長がバカすぎて』

早見 和真／著〔小説〕

山本猛元店長が、3 年ぶりに吉祥寺
本店に店長として復帰した。張り
切る店長だが、相変わらず、人を
苛立たせる天才だ。しかし京子は、
心の中で「お帰りなさい」とつぶ
やき…。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『警察医の戒律』

直島 翔／著〔小説〕

犯罪都市 NY の検視局でキャリアを
積んだ法医学者が、神奈川県警と
警察医契約を結び、横浜に戻って
きた。すべては死者のために -。死
に隠れた謎を解き明かす書き下ろ
し法医学ミステリ。

『 地 球 の 歩 き 方 J00 日 本 2023 ～
2024』

地球の歩き方編集室／編集〔一般書〕

北海道から沖縄県まで、日本の 47
都道府県を網羅したガイド。プロ
フィール、代表的な観光地、名産
品やグルメなど、各都道府県の魅
力を紹介。1 泊 2 日のモデルルー
ト も 掲 載 す る。 デ ー タ :2021 年 8
月〜 2022 年 2 月現在。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示

・ SDGs　 ・ クリスマス　 ・ 人権 ・ 夫婦　

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

11 月

《11月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 ６日（日）　、 29日（火）
　【花徳支所】 ４日（金）、20日（日）

☆職員おすすめ本☆　    

『びんにいれてごらん』

デボラ・マルセロ／作、なかがわ 
ちひろ／訳〔絵本〕

集めることが大好きなうさぎのル
ウェリン。きんぽうげの花、ハー
トの形の石、虹や波の音までも集
めてびんに入れました。ふたを開
けると、楽しい思い出がよみがえ
るのです。そんなある日、親友の
エブリンが引っ越してしまい…。

【定例おはなし会】

○あかちゃんおはなし会　11/6（日）午後 2時 30分～

○毎月のおはなし会　11/12、26（土）午後 2時 30分～

【イベント】

○読書週間おはなし会　11/5（土）午後 2時～

　　場所 ： 生涯学習センター 2階　和室

お知らせ

『まねまねどうぶつ』

shimizu ／作・絵〔絵本〕

まねまねどうぶつたちは、も
のまねが大好き。仲間同士で
協力して、なにかのまねをし
ています。ウサギとカエルが

「にんじん」に、クマとヘビが
「ホットケーキ」に…。びっく

りして、わらっちゃう、楽し
い絵本。
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徳之島町保健センター　☎0997-83-3121

～自分と相手を大切にするために～

【
妊
娠
後
期
（
妊
娠
28
週
頃
）
～
出
産
に
向
け
て
】

・
身
体
の
変
化
と
出
産
準
備

・
お
産
の
経
過
と
産
後
の
生
活

・
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
と
食
事
（
後
編
）

・
０
歳
か
ら
の
む
し
歯
予
防

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
11
月
14
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
11
月
17
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
来
ら
れ
る
際
は
、
保
護
者
の
方
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風

邪
症
状
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

こころの健康

づくり講演会

多数の著書やメディア出演等、メンタルケアの分野など
でご活躍されている、高橋聡美氏を講師に招き、こころ
の健康づくり講演会を開催します。

入場は無料です。皆様のご参加をお待ちしています。

献
血
の
お
知
ら
せ

日にち 受付時間 場　　　所

令和４年
11 月７日

（月曜日）

8:30 ～ 10:00 南西糖業株式会社
徳之島事業本部　徳和瀬工場

11:00 ～ 12:00
13:15 ～ 15:30 亀津児童公園 ( 徳之島町役場すぐそば )

令和４年
11 月 11 日
（金曜日）

8:30 ～ 11:30 徳之島徳洲会病院

13:00 ～ 15:30 あまみ農業協同組合 徳之島事業本部
(A コープ徳之島店 )

輸血を待つ患者さんのため、おひとりでも多くの方のご協力をお待ちしております。

折れる心の守り方

○中央大学人文科学研究所 客員研究員
○元防衛医科大学校精神看護学 教授
○自殺予防教育・SOS の受け止め方研修・グリーフサポート・
　事故 / 災害メンタルヘルスなどに関する講演・執筆等で活動
著書：「教師にできる自殺予防」「あいまいな喪失」等
TV 出演：「クローズアップ現代」「世界仰天ニュース」など多数。

～プロフィール～

（一社）高橋聡美研究室
代表理事  高橋聡美 氏

【日にち】令和 4年 11 月 11 日（金）

【場所】徳之島町生涯学習センター２Ｆホール
【時間】18：30 ～ 20：00（開場 18：00）
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◇
９
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

富
　
　
一
男
　
75
　
亀
　
津

當
　
義
次
郎
　
94
　
手
　
々

熊
元
　
正
　
　
88
　
花
　
徳

米
　
　
豊
　
　
90
　
亀
　
津

志
行
　
�
二
　
95
　
下
久
志

春
山
　
信
雄
　
92
　
井
之
川

前
田
　
清
政
　
89
　
亀
　
津

壽
　
美
代
子
　
86
　
亀
　
津

勝
　
恵
美
子
　
59
　
井
之
川

水
野
　
昌
子
　
81
　
諸
　
田

武
　
　
ヨ
リ
　
94
　
花
　
徳

堀
田
　
輝
雄
　
95
　
手
　
々

田
畑
　
安
秀
　
95
　
諸
　
田

保
井
　
豊
　
　
93
　
井
之
川

重
村
　
文
二
　
69
　
徳
和
瀬

南
里
　
信
茂
　
86
　
花
　
徳

德
山
ア
ツ
子
　
91
　
尾
　
母

武
　
　
妙
子
　
97
　
金
　
見

友
野
ト
ク
エ
　
91
　
花
　
徳

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

柴
田
　

え

ま

依
茉
（
卓
　
真

梨
澄
夢
） 

亀
　
津

川
畑
　

こ

　

こ

志
瑚
（
優
　
也

奈
緒
美
） 

亀
　
徳

宮
本

　

　

　

　

　

め
い
な
（
俊
　
明

奈
　
希
） 

徳
和
瀬

大
江
　

つ

む

ぎ

紬
稀
（
優
　
司

さ
ゆ
り
） 

亀
　
津

上
原
　

と

あ

知
愛
（ 

 

博
　

知
　
香
） 

花
　
徳

喜
多
川

お
う
し
ん

央
慎
（
　
潤
　

あ
お
い
） 

亀
　
津

田
川
　

い

と

は

愛
覇
（
耕
　
平

春
　
菜
） 

亀
　
徳

梅
岡
　

そ

ら

大
空
（
　
大
　

啓
　
香
） 

亀
　
津

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,883 人

 男 4,857 人

 女 5,026 人

世帯数 4,670 戸

　

（-13）

（-９）

（-４）

（-10）

（括弧内は先月との比較）

令和４年 10月１日現在

戸
籍
の
窓※令和 2年国勢調査に基づく推計

　人口です。

課　名 電話番号

住民生活課 ８２－１１１４

介護福祉課 ８２－１１１５

健康増進課 ８２－１１１６

税務課 ８２－１１１７

水道課 ８２－１１１８

会計課 ８２－１１１０

農林水産課 ８２－１１５０

地籍調査室 ８２－１１５４

建設課 ８２－１１５５

選挙管理委員会 ８２－１１５６

農業委員会 ８２－１１６０

耕地課 ８２－１１７０

議会事務局 ８２－１１３０

新庁舎への移転に伴い、各課への電話が直通番号になっております。
お問い合わせ窓口がわからない場合は、「代表番号」におかけください。

課　名 電話番号

総務課 （※代表番号） ８２－１１１１

企画課 ８２－１１１２

ふるさと納税推進室 ８２－１１１３

社会教育課 ８２－２９０４

学校教育課 ８２－１３０８

教育長室 ８２－０９６０

その他の公共施設

花徳支所 ８４－００４８

おもてなし観光課 ８３－０７３１

地域営業課（美農里館） ８３－４１１１

生涯学習センター ８２－１３０９

保健センター ８３－３１２１

【市外局番：０９９７】

役場新庁舎移転に伴う直通番号のお知らせ

※地域営業課（美農里館）、花徳支所、保健センターの番号に変更はございません。


